
国
会
事
項

平成™›年˜™月™Ÿ日 金曜日 第œ œ�号官 報

衆

議

院

議
長
、
副
議
長
当
選

十
二
月
二
十
六
日
議
長
及
び
副
議
長
選
挙
の
結
果
、
次

の
と
お
り
当
選
し
た
。

議
長

伊
吹

文
明

副
議
長

赤
松

広
隆

常
任
委
員
長
選
任

十
二
月
二
十
六
日
議
院
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
常
任

委
員
長
を
選
任
し
た
。

議
院
運
営
委
員
長

佐
田
玄
一
郎

会
期
議
決
通
知
及
び
通
知
書
受
領

十
二
月
二
十
六
日
本
院
は
第
百
八
十
二
回
国
会
の
会
期

を
三
日
間
と
議
決
し
、
そ
の
旨
参
議
院
及
び
内
閣
に
通
知

し
た
。

又
同
日
平
田
参
議
院
議
長
か
ら
伊
吹
議
長
宛
、
参
議
院

は
第
百
八
十
二
回
国
会
の
会
期
を
三
日
間
と
議
決
し
た
旨

の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

内
閣
総
理
大
臣
指
名
奏
上
及
び
通
知

十
二
月
二
十
六
日
国
会
は
衆
議
院
議
員
安
倍
晋
三
を
内

閣
総
理
大
臣
に
指
名
し
た
こ
と
を
奏
上
し
、
そ
の
旨
参
議

院
に
通
知
し
た
。

内
閣
総
理
大
臣
指
名
通
知
及
び
通
知
書
受
領

十
二
月
二
十
六
日
本
院
は
衆
議
院
議
員
安
倍
晋
三
を
内

閣
総
理
大
臣
に
指
名
し
、
そ
の
旨
参
議
院
に
通
知
し
た
。

又
同
日
平
田
参
議
院
議
長
か
ら
伊
吹
議
長
宛
、
参
議
院

は
衆
議
院
議
員
安
倍
晋
三
を
内
閣
総
理
大
臣
に
指
名
し
た

旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

内
閣
総
理
大
臣
任
命
式
に
列
席

十
二
月
二
十
六
日
伊
吹
議
長
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
任

命
式
に
列
席
し
た
。

要
求
書
受
領

十
二
月
二
十
六
日
、
内
閣
か
ら
、
地
方
財
政
審
議
会
委

員
に
鎌
田
司
、
熊
野
順
祥
、
小
山
登
志
雄
、
神
野
直
彦
及

び
中
村
玲
子
を
十
二
月
四
日
付
を
も
っ
て
任
命
し
た
の

で
、
総
務
省
設
置
法
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
本

院
の
承
認
を
得
た
い
旨
の
要
求
書
を
受
領
し
た
。

通
知
書
受
領

十
二
月
二
十
六
日
、
野
田
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
鬼
塚
事

務
総
長
宛
、
次
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

内
閣
閣
第
二
三
三
号

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

衆
議
院
事
務
総
長

鬼
塚

誠
殿

内
閣
は
、
日
本
国
憲
法
第
七
十
条
に
よ
り
、
本
日
総
辞

職
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
か
ら
、
国
会
法
第
六

十
四
条
に
よ
っ
て
、
こ
の
旨
通
知
い
た
し
ま
す
。

質
問
書
提
出

十
二
月
二
十
六
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

国
政
選
挙
に
お
け
る
投
開
票
事
務
を
補
助
す
る
人
員
の

確
保
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
大
熊
利
昭
提
出
）

日
本
郵
政
株
式
会
社
社
長
人
事
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
大
熊
利
昭
提
出
）

国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
菅
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
国
際
貢
献
の
展
望
に
関
す
る
質
問
主

意
書
（
柚
木
道
義
提
出
）

医
療
用
医
薬
品
か
ら
一
般
用
医
薬
品
へ
の
転
用
の
在
り

方
と
新
規
に
転
用
さ
れ
た
一
般
用
医
薬
品
の
販
売
体
制

に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
柚
木
道
義
提
出
）

新
政
権
の
基
本
姿
勢
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
長
妻
昭

提
出
）

安
倍
内
閣
の
内
閣
官
房
報
償
費
（
官
房
機
密
費
）
の
透

明
化
方
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
塩
川
鉄
也
提
出
）

放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
措
法
に
基
づ
く
除
染
等
の
実

施
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
渡
辺
喜
美
提
出
）

議
事
日
程

十
二
月
二
十
七
日
の
議
事
日
程
は
次
の
と
お
り
。

議
事
日
程

第
二
号

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
七
日
（
木
曜
日
）

午
後
一
時
開
議

第
一

常
任
委
員
の
選
任

第
二

常
任
委
員
長
の
選
挙

第
三

憲
法
審
査
会
委
員
の
選
任

第
四

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の
選
任

辞
令

（
委
員
部
調
査
課
）
衆
議
院
参
事

日
高

孝
一

議
長
秘
書
を
命
ず
る

泉

貴
仁

衆
議
院
参
事
に
任
命
す
る

副
議
長
秘
書
を
命
ず
る

（
議
事
部
議
事
課
）
衆
議
院
参
事

石

公
彦

副
議
長
秘
書
を
命
ず
る
（
以
上
十
二
月
二
十
六
日
）

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
四
百
九
十
二
号

次
の
信
号
符
字
を
取
り
消
し
た
の
で
、
船
舶
法
施
行
細

則
（
明
治
三
十
二
年
逓
信
省
令
第
二
十
四
号
）
第
十
九
条

の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

信
号
符
字
船
舶

番
号

船
名

取
消

年
月
日

平
成

Ｊ
Ｄ
2
0
4
7

1
0
6
2
5
7
観
光
丸

2
4
.
1
1
.
2
2

Ｊ
Ｇ
4
5
8
9

1
2
8
9
4
2
第
三
十
一
共
徳
丸

2
4
.
1
1
.
1
4

Ｊ
Ｈ
2
3
2
6

1
0
6
7
2
1
港
與
丸

2
4
.
1
1
.
3
0

Ｊ
Ｈ
2
7
6
1

1
1
9
9
3
0
第
八
い
け
す
丸

2
4
.
1
1
.
5

Ｊ
Ｉ
3
3
5
5

1
2
8
7
4
9
奥
栄
丸

2
4
.
1
1
.
2
1

Ｊ
Ｉ
3
4
7
4

1
3
1
7
2
5
旭
山
丸

2
4
.
1
1
.
9

Ｊ
Ｉ
3
6
4
2

1
3
5
9
3
7
な
は

2
4
.
1
1
.
2
6

Ｊ
Ｊ
3
2
1
6

1
2
1
1
3
8
は
り
ま

2
4
.
1
1
.
2
6

Ｊ
Ｋ
2
5
7
9

1
0
2
9
6
1
第
十
一
日
通
丸

2
4
.
1
1
.
9

Ｊ
Ｋ
3
2
5
4

1
0
5
8
9
4
第
三
幸
徳
丸

2
4
.
1
1
.
2

Ｊ
Ｋ
4
9
9
3

1
3
1
7
6
8
ニ
ュ
ー
し
ん
こ
う
丸

2
4
.
1
1
.
1
5

Ｊ
Ｋ
5
0
5
9

1
3
2
4
6
9
新
喜
宝

2
4
.
1
1
.
9

Ｊ
Ｋ
5
1
7
9

1
3
3
0
5
9
第
二
富
士
山
丸

2
4
.
1
1
.
8

Ｊ
Ｋ
5
5
3
2

1
3
5
3
1
9
第
八
十
八
さ
だ
丸

2
4
.
1
1
.
3
0

Ｊ
Ｋ
5
6
2
8

1
3
6
1
9
2
シ
ャ
ト
ル
え
ー
す

2
4
.
1
1
.
2

Ｊ
Ｌ
6
0
7
1

1
3
2
1
3
6
こ
く
ど
う
丸

2
4
.
1
1
.
2
2

Ｊ
Ｌ
6
2
4
3

1
3
4
8
1
5
鳳
永
丸

2
4
.
1
1
.
7

Ｊ
Ｍ
6
0
5
3

1
3
2
6
6
9
第
十
八
か
ね
と
丸

2
4
.
1
1
.
3
0

Ｊ
Ｍ
6
1
0
2

1
3
2
6
7
2
第
一
寿
重
丸

2
4
.
1
1
.
1
2

Ｊ
Ｍ
6
2
1
5

1
3
3
4
8
2
第
三
萬
吉
丸

2
4
.
1
1
.
1
9

Ｊ
Ｍ
6
2
8
8

1
3
3
5
6
1
第
十
八
富
士
丸

2
4
.
1
1
.
7

Ｊ
Ｍ
6
3
1
5

1
3
3
5
9
3
第
五
辰
丸

2
4
.
1
1
.
8

Ｊ
Ｍ
6
3
2
0

1
3
3
6
4
5
平
神
丸

2
4
.
1
1
.
1
5

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
四
百
九
十
三
号

次
の
船
舶
国
籍
証
書
は
無
効
と
な
っ
た
の
で
、
船
舶
法

施
行
細
則
（
明
治
三
十
二
年
逓
信
省
令
第
二
十
四
号
）
第

四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

証
書
番
号

証
書
の

日
付

船
舶

番
号

船
名

平
成

Ａ
0
6
1
5
1
0
1
9

1
8
.
5
.
1
8

1
4
0
0
8
0
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ａ

Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｒ
Ａ
Ｙ

Ａ
0
8
1
5
1
0
7
1

2
0
.
1
2
.
9

1
4
0
9
1
8
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ｕ

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
四
百
九
十
四
号

次
の
船
舶
国
籍
証
書
を
無
効
と
し
た
の
で
、
船
舶
法
施

行
細
則
（
明
治
三
十
二
年
逓
信
省
令
第
二
十
四
号
）
第
四

十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

証
書
番
号

証
書
の

日
付

船
舶

番
号

船
名

平
成

Ａ
0
7
1
3
1
3
4

1
9
.
3
.
3
0

1
3
1
0
6
7
長
栄
丸

Ａ
1
0
1
4
1
0
2

2
2
.
1
.
2
1

1
3
5
2
0
4
ラ
・
ガ
ル
サ
Ó

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
八
十
三
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

防
衛
大
臣

小
野
寺
五
典

日

時

平
成
二
十
五
年
一
月
十
七
日
か
ら
同
月
二
十
三

日
ま
で
の
間
、
毎
日
〇
九
〇
〇
か
ら
一
六
〇
〇

ま
で

区

域

下
北
半
島
東
方
の
次
の
Ê
か
ら
Î
ま
で
の
五
地

点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
Ê
の
地
点
と
Î
の
地

点
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
区
域

Ê

北
緯
四
一
度
二
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
四
一
度
三
二
分
四
七
秒

Ë

北
緯
四
一
度
一
八
分
一
〇
秒

東
経
一
四
一
度
三
三
分
四
七
秒

Ì

北
緯
四
一
度
一
五
分
一
〇
秒

東
経
一
四
一
度
二
六
分
四
七
秒

Í

北
緯
四
一
度
一
五
分
一
〇
秒

東
経
一
四
一
度
二
四
分
四
七
秒

Î

北
緯
四
一
度
一
六
分
一
〇
秒

東
経
一
四
一
度
二
四
分
四
七
秒

な
お
、
射
撃
は
Í
の
地
点
付
近
の
陸
上
か
ら
海

面
に
向
け
て
行
わ
れ
る
。

そ
の
他

一

射
撃
試
験
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
発
射
地
点
に
赤
旗
を
掲
揚
す

る
。

三

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

通
知
書
受
領

十
二
月
二
十
六
日
野
田
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
鬼
塚
事
務

総
長
宛
、
次
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

内
閣
人
第
二
二
三
号

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

衆
議
院
事
務
総
長

鬼
塚

誠
殿

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
附
則
第
二
条
第
六
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
十

五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
が

さ
れ
て
い
る
旨
を
貴
院
へ
通
知
い
た
し
ま
す
。
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